“クラブ”を考える（Ⅲ）
――ロータリー・クラブとは――
＊初期ロータリーの目的　

1905年に創立されたロータリー・クラブは、翌年１月に次のような２項目からなる目的を公示した（邦訳文で記す）。

1. クラブメンバーの事業利益を増大すること。

2. 社交クラブに付随する親睦その他の必需事項を推進すること。

悪徳商法がまかり通っていた当時の商業界で、信頼で結ばれたクラブメンバー間で商取引を行って、利益を増大する（相互扶助）という第１の「目的」は大変魅力的であったと思われる。

第２はこの団体の組織形態を述べたもので、ロータリーが“親睦”を重んじた伝統的な「クラブ」形式を踏襲することを示している。

前回に記した“クラブ”の本質から言えば、初期のロータリー・クラブは、相互扶助を行うために集まった人たちの交流の場であったと、理解するのが正しい。
＊ロータリーの急速な発展

　1908年よりロータリーは、他の都市でのロータリー・クラブ設立に乗りだし､1910年の全米ロータリー・クラブ連合会設立時には16クラブになっていた。その後、カナダ・英国でのＲＣ設立に成功し、瞬く間にロ全世界に拡大していった。そこでＲＣ連合会は名称を“国際ＲＣ連合会”と改めた。当時の世界には「クラブ」と称する社交団体が既に多数存在していたので、それらがロータリーの趣旨を受け入れれば、新しいＲＣの誕生にそれほどの時間を必要としなかったのである。　

　国際ＲＣ連合会に加盟するクラブは、それぞれ固有の定款を有していて、独自の活動方針をもっていた。この当時のロータリーには既に、戦争難民の救済など、単一クラブとしての活動範囲を超える国際的な活動が芽生えていたので、それらを可能にする世界統一組織の誕生が望まれた。
この目的のために世界のＲＣは1922年、上位組織として国際ロータリー（ＲＩ）を創設し、同時に世界中のＲＣが共通の定款をもつようになったのである。

＊定款に示された「交流」重視の姿勢

　1912年の国際ＲＣ連合会定款以来、相互扶助活動には商取引だけでなく人間的交流を深めるよう記した条文が採用された。これはロータリーが行う活動の中で、ともすれば忘れがちになるクラブの本質（人間交流＝交友関係）を忘れることがないように警告しているのである。

ＲＩへの移行（1922年）に伴って、ロータリーの定款から「相互扶助」活動の文言が削除されたが、人間交流（acquaintance）の重要性は現行定款Objectの第１（First）に継承されている。
＊ＲＩ－地区－クラブ

　一般論として、組織の規模が拡大すればそれに伴って結束力が低下するものである。世界規模に拡大したＲＩがロータリーの結束力を失わないためには、地区制を引き、地区に派遣されたガバナー（ＲＩ理事会の指揮・監督下に職務を行うＲＩの役員）のもとでクラブへの管理・指導を強化してきたと考えられる。

　一方、歴史的に“自主・自立・自治”の精神を継承する「クラブ」は「ロータリー」の定款・規定に抵触しない限り、クラブの行動に関して最終決定権を有する。

　即ち、ＲＩ（財団）から地区を通じてクラブへ、或いは地区からクラブへ下りてきた指示・要請は、どの規定に基づくものであるかを正しく理解し、クラブとしての正しい判断を下すべきである。

地区は基本的には地区内の情報伝達と連絡調整を行う使命を持った機構であって、それ故に、運営不能に陥ったクラブがあっても、実務的に救援の手を差し伸べることはしない。
